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高
山
陣
屋（
八
軒
町
１
）

ど
な
た
で
も（
小
学
生
以
下
は

　
　
　

 

保
護
者
同
伴
）

20
人（
先
着
順
）

無
料

11
月
９
日
㈮
ま
で
に

高
山
陣
屋
管
理
事
務
所

          

☎
32‒

０
６
４
３

飛
驒
高
山
ま
ち
の
博
物
館

秋
季
特
別
展
関
連
講
座

11
月
11
日
㈰

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

飛
驒
高
山
ま
ち
の
博
物
館

　
　
　

 （
上
一
之
町
）

幕
領
時
代
の
始
ま
り
と
最
終

　
　
　

 

章　

伊
奈
代
官
、
山
岡
鉄
舟

田た

中な
か　

彰あ
き
ら

さ
ん

　
　
　

 （
高
山
市
史
編
纂
専
門
員
）

飛
驒
高
山
ま
ち
の
博
物
館

　
　
　

 

☎
32‒

１
２
０
５

　

槍
ヶ
岳
は
穂
高
連
峰
の
北
端
に

そ
の
名
の
通
り
鋭
く
と
が
っ
た
峰

を
天
に
向
け
て
い
ま
す
。
そ
の
穂

先
に
登
ろ
う
と
考
え
、
最
初
に
実

行
し
た
人
は
ど
の
よ
う
な
人
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
れ
は
江
戸
時
代
後
期
の
浄
土

宗
の
山
岳
修
行
僧
、
播
隆
上
人
で

す
。
上
人
は
笠
ヶ
岳
に
何
度
も
登

る
う
ち
に
、
槍
ヶ
岳
に
映
る
ご
来

迎
を
見
て
槍
ヶ
岳
登
頂
を
決
意
し

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
来
迎
は

今
で
は
ブ
ロ
ッ
ケ
ン
現
象
だ
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
太
陽
の
反
対

側
の
雲
に
自
分
の
影
が
投
影
さ
れ

る
時
、
影
の
ま
わ
り
に
円
状
の
虹

模
様
が
で
き
る
現
象
で
す
。

　

上
人
は
初
登
頂
の
後
、
村
人
た

ち
が
安
全
に
登
頂
で
き
る
よ
う
鉄

鎖
を
常
設
す
る
こ
と
を
考
え
、
何

度
も
登
り
ま
し
た
。
上
人
が
病
に

倒
れ
現
在
の
美
濃
太
田
市
で
亡
く

な
る
年
に
鎖
は
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
槍
ヶ
岳
の
穂
先
の
岩
石
は

穂
高
連
峰
の
岩
稜
と
同
じ
溶
結
凝

灰
岩
の
仲
間
で
、
凝
灰
角
礫
岩
と

い
う
灰
色
の
岩
石
で
す
。
こ
の
岩

石
は
熱
い
火
山
噴
出
物
が
周
囲
の

岩
石
の
か
け
ら
を
巻
き
込
み
火
山

灰
と
と
も
に
堆
積
し
た
も
の
で
と

て
も
硬
い
性
質
を
持
ち
ま
す
。

　

穂
先
の
約
２
０
０
メ
ー
ト
ル
下

の
槍
ヶ
岳
山
荘
付
近
の
岩
石
は

槍
ヶ
岳
結
晶
片
岩
と
い
う
別
の
岩

石
で
す
。
そ
の
年
代
は
穂
先
の
岩

石
に
比
べ
ず
っ
と
古
い
２
億
年
以

上
前
で
す
。
槍
ヶ
岳
結
晶
片
岩
は

海
底
に
堆
積
し
た
砂
岩
や
海
底
に

噴
出
し
た
溶
岩（
玄
武
岩
）が
大
き

な
圧
力
で
押
さ
れ
続
け
て
変
質
し

た
も
の
で
す
。
押
さ
れ
続
け
る
う

ち
に
含
ま
れ
て
い
た
鉱
物
が
別
の

鉱
物
に
な
り
、
鉱
物
は
一
定
方
向

に
並
ぶ
た
め
岩
石
の
表
面
は
縞
模

様
で
す
。

　

２
億
年
前
と
言
え
ば
恐
竜
の
時

代
で
す
。
そ
ん
な
古
い
海
底
起
源

の
岩
石
が
、
今
で
は
３
，０
０
０

メ
ー
ト
ル
の
雲
上
に
あ
る
の
が
、

改
め
て
不
思
議
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

（
飛
驒
地
学
研
究
会　

鷲
見　

浩
）

槍
ヶ
岳
の
播
隆
上
人
と
岩
石

飛
驒
山
脈
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想

ジ
オ
サ
イ
ト（
第
11
章
）

飛
驒
山
脈
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進

協
議
会

☎
０
５
７
８-

８
４-

０
０
３
８

問
合

飛
驒
の
里

合
掌
家
屋
の
放
水
訓
練

11
月
３
日
㈯

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

　
　
　

 

こ
ろ

飛
驒
の
里（
上
岡
本
町
１
）

飛
驒
民
俗
村

　
　
　

 

☎
34‒

４
７
１
１

福
祉
の
お
仕
事
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
８

　
介
護
・
介
助
の
疑
似
体
験
や
車
椅

子
体
験
の
ほ
か
、
福
祉
施
設
で
製
造

し
た
パ
ン
の
販
売
な
ど
、
ご
家
族
で

福
祉
や
介
護
に
つ
い
て
楽
し
く
学
ん

で
い
た
だ
け
ま
す
。

11
月
10
日
㈯

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

飛
驒
・
世
界
生
活
文
化
セ
ン

　
　
　

 

タ
ー（
千
島
町
）

岐
阜
県
福
祉
人
材
総
合
支
援

　
　
　

 

セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
０
５
８‒

２
７
６‒

２
５
１
０

高
山
陣
屋
特
別
展
関
連
イ
ベ
ン
ト 

「
真
綿
を
つ
く
ろ
う
」

　

蚕
の
繭
か
ら
真
綿
を
と
る
、
昔
な

が
ら
の
製
作
方
法
を
体
験
し
ま
す
。

飛
驒
の
養
蚕
の
歴
史
と
絹
糸
の
利
用

を
楽
し
く
学
び
ま
し
ょ
う
。

11
月
10
日
㈯

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

時
間

時
間

問
合
場
所

市
民
文
化
芸
術
鑑
賞
事
業

桃
源
郷
寄
席

〜
な
つ
か
し
の
昭
和
時
代
〜

　

歌
ま
ね
あ
り
、
昭
和
歌
謡
落
語
あ

り
の
懐
か
し
の
ひ
と
時
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。11

月
29
日
㈭

午
後
６
時
45
分
〜

久
々
野
公
民
館

　
　
　

 （
久
々
野
町
久
々
野
）

一
般
２
，０
０
０
円
、
メ
セ

ナ
メ
イ
ト
１
，５
０
０
円
、
ジ
ュ
ニ
ア

（
18
歳
以
下
）５
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
は
、
市
民
文
化
会
館
と
久
々

野
公
民
館
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

（
一
社
）高
山
市
文
化
協
会

　
　
　

 

☎
34‒

６
５
５
０

イ
ベ
ン
ト
情
報

イ
ベ
ン
ト
情
報

期
日

期
日

期
日

時
間

問
合

場
所

時
間

時
間

問
合

問
合

問
合

場
所

場
所

場
所

料
金

演
題

講
師

対
象

定
員

期
日

期
日

申
込
参
加
料

TEL

　バイオリン製作で世界的に有名なイタリア
のクレモナ市で製作された弦楽器に、高山
市に伝わる飛驒春慶塗を施した、「飛驒春慶
弦楽器」による四重奏コンサートです。
日時  11月20日㈫　13：00～ 13：45
場所  燦燦朝日館（朝日町万石）
日時  11月20日㈫　15：00～ 15：45
場所  虹流館くぐの（久々野町無数河）
日時  11月20日㈫　19：00～ 19：30
場所  市図書館「煥章館」（馬場町2）
参加料無料、事前申込不要です。
問合  生涯学習課　☎35-3155

飛驒春慶弦楽器秋の演奏会飛驒春慶弦楽器秋の演奏会




